



















































ることのできた 4ページを 1ページへと縮小した OED の 2冊セットの辞
書を手に入れました。






永 田 節 子
（1976年度 M, 1980年度 D）
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ております。17世紀の劇作品を授業で輪読していた折も，その辞書を使用
して予習に追われておりましたが，単語をひいてもその文章の意味がよくわ
からないこともあり，こんな状態で発表までに間に合うだろうかと思ったこ
ともありました。ところがその時に，分からないと思えた文章も何度か繰り
返して読んでいると分かってくるものだという経験をしました。同じ時期に
授業を受けていた他の院生たちにこのことを話すと，「全く同じ，そのとお
りだねー」という返事が返ってきました。
大学院での授業はどの授業においても，受講者である大学院生皆に緊張感
があったことを思い出します。詩作品の分析の折でも，各自がそれぞれ作品
を分析し自分の解釈を述べていくわけですが，発表後におだやかに「そうで
しょうか」という指摘を受けると，一瞬「えっ？」という新鮮な驚きがあ
り，一回一回の講義が楽しみでした。
このような経験から，教師というものは辛抱強く学生の考えがまとまるの
をじっと待って学生を導いていくものだということを学ばせていただいたと
思います。いつの間にか自分自身が学生と向き合う立場になりましたが，こ
の辛抱強さの大切さ，ひとりひとりが育っていくのをじっと見守ることの大
事さを，自身が受けた経験から学ばせていただいたと思います。たまたまこ
のような研究をしていたおかげで，この歳まで若い人と触れ合うことができ
る仕事に就くことができ，学生たちからも日々いろいろなことを学ぶ機会を
持つことができてありがたいと思っています。ただ，目の前にいる学生はい
つでも変わることなく若いので，自分が年齢を重ねていることをすっかり忘
れてしまいます。今，私達を取り巻く環境や時代の雰囲気はどんどん変化し
ていると感じる毎日ですが，これからこの時代を映し出したどのような文学
作品が生まれてくるのだろうかとふと思ったりするこの頃です。
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